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4.審査会合コメント⑮回答
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4.審査会合コメント⑮回答 コメント回答

【1360回審査会合コメント⑮】

No コメント

● 地盤改良工事について， よ改安構良造全品側物質のにに設直対計下すへやる深反不映い確深さかれ度さてにが施い安工る全かす側説るに明た設めす計．るへ施こ反工と映実。さi れていることがわかるように説明すること。

⑮ 
例例21))地改盤良改品質良の（不薬確液注か入さが），I ' 績を示すとともに， その施工性が設計に影響を及ぼ
さ地な盤い改こ良と（を薬説液明注す入る） こと。

例3) について，薬剤の種類，注入方法，改良対象の地質を示すとともに，その適用性を示して，設計上の想
定に影響を及ぼさないことを説明すること。

回答概要

No 

⑮ 

回答概要

地盤改良（薬液注入，セメント系）の改良品質に対する不確かさの要因を抽出し，各要因に対する工事計画における対応を示す
とともに，設計の要求品質を確保する施工の実現性について説明する。なお，概要は以下のとおり。
・地盤改良（薬液注入，セメント系）の改良品質に対する不確かさの要因を整理した。
・地盤改良（薬液注入）の改良対象の薬液・エ法が当該地点の地質に対して適用できることを確認した。また，地盤改良（薬
液注入）の計画（配合設計及び施工計画（試験施工含む））から施エ・品質管理について，整理した不確かさの要因の影響
に対する対策方針を確認した。
・地盤改良（薬液注入）の試験施工等の施工実績から，今回の計画が施工可能であることを確認した。
・地盤改良（セメント系）の改良品質に対する不確かさの要因の影響に対する対策方針を確認した。
以上のことから，地盤改良（薬液注入，セメント系）の改良品質に対する不確かさの影響が設計の想定に影響を及ぼさないこと
を確認した。
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(1)地盤改良の改良品質の不確かさの要因

防潮堤（鋼製防護壁）で計画している地盤改良（薬液注入，セメント系）について，改良品質の不確かさの要因

を整理する。
地盤改良の適用性及び改良品質の不確かさの要因の確認事項

区分 地盤改良（薬液注入） 地盤改良（セメント系）

工 法 浸透注入工法 掘削・置換工法 （既施工）高圧噴射攪拌工法

対象地盤（砂•砂礫地盤）に薬液を浸透注入し，地盤 改良範囲を掘削し，流動化処理土（セ ボーリング孔より高圧で地盤改良材を
工法概要 を改質する。 メント系地盤改良体）にて置き換える。 噴射し，地盤を切削．攪拌し地盤を改

良する。

要求品質
設計から得られた地震時の最大せん断応力比に対し， 設計で用いた強度及び剛性以上 設計で用いた強度及び剛性以上
改良地盤の液状化強度比が上回ること

改良材
非該当（工場生産された薬液であり，品質は安定） 非該当（工場生産されたセメントであ 非該当（工場生産されたセメント系改

り品質は安定） 良材であり品質は安定）

地盤改良体の耐 非該当（耐久性のある特殊シリカ系薬液を使用） 非該当（セメントによる固化であり安 非該当（セメントによる固化であり安

久性 定的） 定的）

i 
地盤の不均一性（粒度分布，透水性等のばらつき） 非該当（掘削により計画範囲の地盤は 地盤の不均一性（土賀，締り度）

地盤条件 撤去されるため地盤の不均一性の影響
を受けない）

の 施工条件（注入圧力，注入速度の妥当性） 非該当（掘削・置換工法であり特筆す 非該当（改良深度は護岸の矢板深度以

孟か
施工条件

る制約はない） 浅のため改良材の逸走はない）

被圧水位および急な地下水位の勾配 非該当（掘削により計画範囲の地下水 非該当（改良材を高圧で噴射する工法
さ 地下水による施
の 工環境への影響

はなくなるため地下水の影響は受けな であり地下水の影響は受けない）

喜
し＼）

大深度改良範囲の施工性，改良精度（改良範囲確保） 非該当（掘削により改良範囲を直接確 非該当（改良深度はエ法の適用範囲内
改良範囲

構造物の直下に対する施工性 認可能） であり深度による影響は受けない）

液状化強度比と一軸圧縮強度の関係 セメントの配合量と一軸圧縮強度の関 非該当（土質に応じた改良強度・改良

配合設計 一軸圧縮強度と薬液濃度の関係 係 材が設定されている）
シリカ含有量増分量と液状化強度比の関係

これらの地盤改良の適用性及び改良品質の不確かさの要因に対し，地盤改良の改良品質を確保するための
工事計画（エ法の適用性，配合設計・施工設計（試験施工含む）） ～品質管理（事後調査による改良効果の

＿ 確認）について整理し，改良品質に対する不確かさが安全側に設計へ反映されていることを確認する。
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

1)地盤改良（薬液注入）の工事設計の流れ及び地盤改良の要求品質

地盤改良（薬液注入）の設計～施工の流れを右図に示す。
改良範囲は，構造設計で「砂・礫質土層のうち液状化しないと想定した範
囲」とする。また，各土層に対する要求品質は，設計から得られた最大せん
断応力比に対し，改良地盤の液状化強度比がこれを上回ることとする。

【要求品質：液状化強度比】

改良後を模した地盤に対し地震応答解析を実施し，各土層内に発生するせん断応力比
の時刻歴から最大値（設計せん断応力比 Lmax)を抽出する。

I I.0 
● ：最大せん断応力比
出力位置 (Ag2)

地盤改良
— （薬液注入）
1( >  

地盤改良（薬液注入）
既実施範囲 ]::0]← 三

§ -0.5 ] ! V ̀  9 9 L 

膚お；。胃謡こ`こ：：se;;¥30り最大値 40ふtせん
lmax = T/(J伍。 9 (J五。＝ （(J; + 2(J~)/3 
叫。 ：t=Oにおいての初期平均有効主応力
(Jも(Ji：各時刻歴での鉛直，水平成分の有効主応力

最大せん断応力比の抽出

構
造
設
計
段
階

地盤調査・地盤情報収集

構造設計（地盤改良の条件設定）
・改良範囲，要求品質

改良対象土層の選定

工法の適用性検討

50 

施
工
計
画
段
階

配合設計
・強度設定
・薬液仕様の設定

施工設計（注入諸元の設計）
・注入率
・注入速度，注入圧力
・注入孔配置，注入径

試験施工

上記の最大せん断応力
比の抽出結果から，各土
層の地盤改良の要求品質
（液状化強度比： 設工認
で示す条件）を右表のと
おり整理する。

層区分

Ag2 

As 

地盤改良（薬液注入）の要求品質

設計せん断応力比 LmaxI 要求品質（液状化強度比）

左記(0.62)値以上

左記(0.65)値以上

0.62 

0.65 

Agl 0.58 左記(0.58)値以上

施
工
段
階

施 工

事後調査（改良品質の確認）

地盤改良（薬液注入）設計フロ―
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

2)地盤改良（薬液注入）の概要及び改良対象土層に対する適用性

【地盤改良（薬液注入）の概要】

地盤改良（薬液注入）の詳細仕様を下表のとおり整理した。

また，地盤改良（薬液注入）の概念図を下図に示す。

地盤改良（薬液注入）の詳細仕様

項目 詳細

工法 浸透注入工法（浸透固化処理工法）

注入方式 結束細管多点注入方式

注入薬液 活性シリカコロイド系薬液

適用地盤 砂質地盤及び砂礫地盤 (FC~40%)

薬液は，工場生産され品質が安定しており，本設工事に適用され，長期
、 ※およ‘‘:....L..、‘ 、んと て，主が吾忍ヤている、 シlヵ、><:....L..

を使用する。また，本薬液は取水構造物周辺地盤の液状化対策として使用
した実績がある。

【改良対象土層の選定】

地盤改良（薬液注入）は，液状化対策として地下水以深の飽和し
ている砂・礫質土を対象とする。

既工認と同様に道路橋示方書（道路橋示方書・同解説V耐震設計
編平成24年3月）で対象としている土層を基本とし，さらに，道
路橋示方書では検討対象外としている更新世および現地盤面から一

20m以深の土層も抽出対象とする。

【道路橋示方書の液状化検討対象土層】

①地下水位が現地盤面から一10m以内であり，かつ現地盤面からー20m
以内の飽和土層

②細粒分含有率FCが35％以下，またはFCが35％超えても塑性指数Ipが
15以下の土層

③平均粒径恥が10mm以下で，かつ10％粒径D10が1mm以下である土層

上記の既工認での液状化検討対象層抽出方針に基づき，液状化対

策の地盤改良（薬液注入）は， Ag2層， As層， Ag1層を対象とする。

間隙＝ゼリー状の固化体 ， 
改良対象土層の選定結果

り
ヽ一 置 r-y- 、 l 

層区分 | 層相 | 改良対 細粒分含有率 備考
l 象土層 FC 

Ag2 礫 対象 10％程度以下
G. L. -20m以浅に分
布

地盤改良 Ac 粘土 対象外 対象外

（薬液注入）

(a)飽和地盤 (b)改良後
As 砂 対象

一部は40％を超 G. L. -20m以深にも

l 過 分布
l 

地盤改良（薬液注入）の概念図（浸透注入工法） | Agl 礫 対象 10％以下
G. L. -20m以深にも
分布

令 99ア ※米倉亮三，島田俊介：長期耐久性地盤注入エ法の最近の動向，基礎工，地盤注入開発機構， Vol43, No. 10, PP. 1-9, 2015. 10. 
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

3)地盤改良（薬液注入）の概要及び改良対象土層に対する適用性

地盤改良の改良品質に対する不確かさの要因のうち，地盤改良（薬液注入：浸透注入工法）の適用性に係る項目について，地
盤改良（薬液注入：浸透注入工法）の適用が問題ないことを確認した。

地盤改良（薬液注入：浸透注入工法）の適用性に関する確認結果

項目 浸透注入工法の適用性を確認する項目 適用性確認結果

地盤の不均一性（粒度分布） 4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針にて整理・検討

地盤の不均一性（細粒分含有率） 【問題なし】
各土層の粒度分布を確認した結果，改良対象土層は，概ね浸透注入工法の適用

地盤，施工条件
範囲である細粒分含有率であることを確認

地盤の不均一性（透水性のばらつき） 4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針にて整理・検討

【問題なし】
施工条件（注入圧力，注入速度の妥当性） 限界注入速度試験により各地盤の特性を把握し，浸透注入が可能な注入速度で

あることを確認

地下水による施
【問題なし】

工環境への影響
被圧水位および急な地下水位の勾配 サイト内の地下水位分布を確認し，被圧水位および急な地下水位の勾配がない

ことを確認

構造物の直下に対する施工性 【問題なし】
構造物の直下への施工法（注入孔配置）を図化し，計画範囲の改良が可能であ
ることを確認

改良範囲 大深度改良範囲の改良（施工性） 【問題なし】
計画と同じ大深度の地盤に対し試験施工を実施し，計画どおり施工可能である
ことを確認

大深度改良範囲の改良精度（改良範囲確保） 4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針にて整理・検討

配合設計 液状化強度比と一軸圧縮強度の関係他 4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針にて整理・検討

次頁以降に適用性確認結果の概要を示す。
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

3)地盤改良（薬液注入）の概要及び改良対象土層に対する適用性

①地盤改良（薬液注入）の対象土層

地盤改良の計画範囲で地盤改良の対象となる土層はAg2層，
As層， Ag1層である。地盤改良（薬液注入）の適用性の観点
から粒度分布（細粒分含有率 (FC))を確認し，各土層とも
浸透注入工法の適用可能なFC~40％となっている (As層の一
部にFCが40％以上の箇所あり）ことを確認した。

層2
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②施工条件の適用性確認

改良対象土層に対し限界
注入速度試験を実施し，そ

の結果限界注入速度は3.0
~3.5Q/minであり，注入速
度をこの値以下にすること
で浸透注入が可能であるこ
とを確認した。
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日I I 
` ’’ 浸透注入： ： 
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流量（L/min)

限界注入速度試験結果

1.0 5.0 6.0 

0.01 0.1 1 

粒径(rrm)

10 100 

③被圧水位および急な地下水位の勾配

地下水位分布を確認した結果，薬液注入を阻害，または薬液
が逸走するような急な水位勾配及び被圧水位はないことから地
盤改良（薬液注入：浸透注入工法）が適用可能である。
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観測最高地下水位コンター図
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

3)地盤改良（薬液注入）の概要及び改良対象土層に対する適用性

④構造物の直下に対する施工性

構造物の直下への施工法（注入孔配置）を図化し，
計画範囲の改良が可能であることを確認した。

施工段階1

Ac 

施工段階2
1 0000 

鉄筋コンクリート防潮壁

T.P.+3.00m 

11000 

du Io フーチンク'

Ag2 

8
-
ClO 

As 

Ac 

改良範囲の側方
に作業用立坑を
設置し，立坑内
より水平・斜め
方向に地盤改良
を実施

施工段階1完了
後作業用立坑
を埋戻し当該箇
所を通過するよ
うに斜め方向に
地盤改良を実施

構造物直下の地盤改良の施工方法の例

⑤大深度改良範囲の改良（施工性）

計画改良範囲の北側のエリアにて，計画と同じ大深度の地盤に対
し試験施工を実施し，計画どおり（要求品質に相当するシリカ含有
量増分量（後述）の改良）の施工が可能であることを確認した。

（拡大図へ）

右記柱状図のボーリング

o
o
v
9
 

5400 

（拡大図）

試験施工実施箇所の平面位置

心

虹

O
V
9
 

ん

、一

試験施工実施箇所の地盤状況

令 ”%9ウ 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 9 



4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

地盤改良の改良品質に対する不確かさの要因に対し，施工計画段階（配合試験・施工設計）及び施工段階で改良地盤における要求
品質を確保するための対策・方策を実施することで，改良品質に対する不確かさが設計の想定に影響を及ぼさないこと確認した。

改良品質に対する不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方針

項目 改良品質に対する不確かさの要因 要求品質を確保するための対策方針

地盤の不均一性（粒度分布） （配合設計）
配合試験に用いる試料は，設置変更許可及び既工認時の各土層の液状化強度試験実
施箇所の粒度分布（液状化しやすい粒度分布）に合わせた粒度調整試料を採用

地盤の不均一性（細粒分含有率） 適用性にて確認済
地盤，施工条件

（施工設計）
地盤の不均一性（透水性のばらつき）

薬液注入速度は限界注入速度試験結果の最小値である3.OQ/m inを採用

施工条件（注入圧力，注入速度の妥当
適用性にて確認済

性）

地下水による施
被圧水位および急な地下水位の勾配 適用性にて確認済

工環境への影響

構造物の直下に対する施工性 適用性にて確認済

大深度改良範囲の改良（施工性） 適用性にて確認済

改良範囲
大深度改良範囲の改良精度（改良範囲確 （施工設計）

保） 注入管の設置精度（ボーリングの削孔精度）の実績に基づき，地盤改良の配孔は改
良範囲外縁部に施工誤差を考慮した配置を採用

液状化強度比と一軸圧縮強度の関係，一 （配合設計）

配合設計
軸圧縮強度と薬液濃度の関係，シリカ含 薬液濃度を変えた供試体による一軸圧縮試験，液状化試験，シリカ含有量増分量の

有量増分量と液状化強度比の関係 相関においては，品質目標である液状化強度比は試験結果のばらつきを考慮した平
均ーloの液状化強度比を代表値との関係を採用

全 ”%9ウ 10 



4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

①配合設計

配合設計の流れを下図に示す。

現地にて改良対象土層を採取

A.地盤の不均一性（粒度分布）への対策

現地試料採取

供試体作成
（粒度調整含む）

供試体の改良
（浸透注入）

改良供試体の
各種試験・検査

試験に用いる試料は試験結果が保守的になるよう設
置変更許可及び既工認時の各土層の液状化強度試験実
施箇所の粒度分布（液状化しやすい粒度分布） に合わ

せた粒度調整試料を採用した。

配合設計
（薬液仕様の決定）

採取した試料を用いて液状化強
度試験等に用いる供試体を作成

●地盤の不均一性（粒度分布）への対応…A

供試体は試験結果が保守的になるよう液状
化しやすい粒度分布に調整

薬液を供試体に浸透注入し，供
試体を改良（薬液濃度を変えた
改良供試体を作成）

各供試体を用いて液状化強度試
験，一軸圧縮試験を実施。薬液
の濃度と改良効果（液状化強度
比等の増加）の関係を整理

●各試験結果のばらつき…B （次頁）

要求品質である「液状化強度比」に関
する相関では液状化強度比を平均ー10
との関係で整理

各種試験の整理結果をもとに，要
求品質に相当する薬液濃度を算定

●現地施工のばらつき…C （次々 頁）

現場施工の強度発現率などを考慮し，
配合目標強度を設定し，施工に使用す
る薬液濃度を決定

●品質管理値の設定…D
（次々 頁）

改良品質の管理値として
シリカ含有量増分量を採
用し，配合設計の結果を
用いて管理値を設定
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配合試験資料の粒度調整後の粒度試験結果
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

B.試験結果のばらつきへの対策
試験結果のばらつきに対しては要求品質である「液状化強度比
(RLzo) 」の試験結果として「平均ーla」の値を採用した。
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令 必九 注：配合試験改良供試体の各種試験・検査結果
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

4)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

C.現地施工のばらつき
現場施工での強度発現率などを考慮し，前
頁の設計せん断応力比に相当する一軸圧縮強
度を割増し，この一軸圧縮強度（配合目標強
度）に相当する薬液濃度を算定する。

1.5 

゜． 
ー

(

D

L

ー

5

0

 

ni

o
 

)

0

吋
ダ
E
-1
脳
悪
1
R
ヰ
榮

● ............. 

Ag2層

.... •· ····• 

設計せん断応力比
(0. 62) 

0 50 100 150 

一軸圧縮強度qu(kN/m2)
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D．品質管理値の設定

試料採取の不確かさを軽減するた
め，試料採取の影響を受けないシリ
力含有量増分量を改良品質の管理値
として採用し，液状化強度比とシリ
力含有量増分量の関係から管理値
（使用前事業者検査にて示す項目）
を設定する。
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②施工設計

大深度の地盤の改良のため注入管の設
置精度（ボーリングの削孔精度）の実績
に基づき，地盤改良の配孔は改良範囲端
部に施工誤差を考慮した配置を採用する。

孔曲がりによる位匿ずれ

‘ 

。

未改良部が生じる可能性

改良範囲端部付近の施工誤差による
未改良範囲の発生状況（イメージ）
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液状化強度比とシリカ含有量増分量の関係

施工誤差分を考慮しても改良範囲を確
保できる配置を計画

改良品質の管理値

層区分
改良品質の管理値
（シリカ含有量増分量）

Ag2層 5.033 mg/g以上

As層 7.918 mg/g以上

Agl層 7.849 mg/g以上

改良範囲端部． 
一追加配置孔 ／ 
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追加配置孔により端部まで確実に改良する

改良範囲端部の追加配置の考え方
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(2)地盤改良（薬液注入）の改良品質の不確かさへの対策方針

【参考】地盤改良（薬液注入）の施工実績

既施工箇所のシリカ含有量増分量は，防潮堤（鋼製防護壁）で設定す
る設計管理値を満足する結果が得られた。これにより，大深度での高水
圧・高拘束圧下においても，要求品質は満足できることを確認した。
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(3)地盤改良（セメント系：掘削・置換工法）の改良品質の不確かさへの対策方針

地盤改良（セメント系：掘削・置換工法）の改良品質に対する不確かさの要因に対し，改良地盤における要

求品質を確保するための対策・方策を実施し，改良品質に対する不確かさが設計の想定に影響を及ぼさないこと
を確認する。

1)工事概要
改良計画範囲を掘削し，当該箇所をプラントにて製造した流動化処理土により埋め戻す（置き換える）。

2)流動化処理土の要求品質
現地打設した流動化処理土が設計の一軸圧縮強度を満足すること： 設計の一軸圧縮強度qud== 1. SN/mm 2 

3)改良品質の不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方針
改良品質の不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方針を下表に示す。

改良品質の不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方針

］よヽぶ旦門怠□：：：証圧縮強度の関係 Iロロ：悶儡t亨詈：；；；；；五［：二；面；；；：ぢ塁旦胃厚塁［まら
不確かさの要因

配合設計

4)要求品質を確保するための対策方針（配合設計）
セメントの配合量を変化させた試験練りを実施し，設計の一軸圧縮強度Qudに
対する配合目標強度qufを設定した。本工事で使用する流動化処理土は購入砂を
母材として製造する方針としており，母材のばらつきは小さいと判断した。

試験結果の最小値や強度
のばらつきを考慮し，配合
目標強度を満足した配合を
採用することで，改良品質
の不確かさを考慮しても，
改良地盤が要求品質を十分
確保することが可能である
ことを確認した。

quf == 1 ■ 5qud == 2. 25N/mm2 

一軸圧縮試験結果（ばらつき評価）

セメント配合量 200kg/m3 （採用）225kg/m3

平均値 (N/mm2) 2.48 2.84 

最小値 (N/mm2) 2.23 2.33 

変動係数 0.097 0.093 

平均ー1a (N/mm2) 2. 16 2.32 

（参考）試験数 10 11 
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4.審査会合コメント⑮回答（地盤改良の改良品質の不確かさへの対策方針）

(4)地盤改良（セメント系：高圧噴射攪拌工法）の改良品質の不確かさへの対策方針

地盤改良（セメント系：高圧噴射攪拌工法）の改良品質に対する不確かさの要因に対し，改良地盤における

要求品質を確保するための対策・方策を実施し，改良品質に対する不確かさが設計の想定に影響を及ぼさない
ことを確認する。

1)工事概要
ボーリング孔より高圧で地盤改良材を噴射し，地盤を切削．攪拌
し地盤を改良する。

2)地盤改良体の要求品質
地盤改良体が設計の一軸圧縮強度を満足すること

砂・礫質土層： 設計の一軸圧縮強度qud= 3. 0 N/mm2 

粘性土層 ：設計の一軸圧縮強度qud= 1. 0 N/mm2 
3)改良品質の不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方針
改良品質の不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方
針を下表に示す。

改良品質の不確かさの要因及び要求品質を確保するための対策方針

不確かさ
詳細 要求品質を確保するための対策方針

の要因

地盤の不均一性（土 改良配置についてはラップ配置を採用
質，締り度）の影響 する。また，事後調査ボーリングを行
による改良径のばら い，計画範囲が改良できていることを

地盤の不 つき 確認した。

均一性 地盤の不均一性（土 各土層に対応した改良材を採用するこ
質締り度）の影響 とで，地盤改良体が計画の一軸圧縮強
による一軸圧縮強度 度を満足することを確認した。
のばらつき

4)要求品質を確保するための対策方針及び施工結果

地盤改良のボーリング孔の配置として地盤改良円を重な
るように配置（ラップ配置）することで，改良径のばらっ
きの対策とする。

なお，施工箇所にて改良品質等の確認のために実施した
一軸圧縮強度試験及び弾性波速度を確認した結果，地盤改
良体の一軸圧縮強さqu及びせん断波速度Vsの試験結果が，
改良品質を満足していることを確認している。

令 び乃2つ 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 16 


